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はじめに
　エリザベス一世治世、初期ステュアート朝期のイングラ
ンドにおいて「教育革命」が起きた。すなわち、より多くの学校が設立され、それらの学校で働く教師の数が増え、大学に進学する学生の数も増加した。およそ半世紀前にストーンが唱えたこの「革
命（１
）」に関しては、識字率の向上を
楽観視している、革命的変化と言うよりは一五世紀以来の漸進的変化の延長として見るべきだ、などの批判がこれまでなされてきた
が（２
）、当該時期に教育施設の量的拡充があっ
たという点では、おおむね意見が一致してい
る（３）
。
　そうした教育拡大の動向を数量的に分析する試みの嚆
矢となったのはジョーダンのチャリティに関する研究である。彼はロンドン、ブリストルそのほかイングランドの八つの州について大司（主）教管区裁判所を初めとする各種裁判所で検認された遺言書や教区、自治体史料などを可能な限り渉猟し、各種チャリティに振り向けられた遺贈 生前贈与の合計金額を種別、贈与者の社会層別に算出した。その中で一四八〇年から一六六〇年 間に行われた大学や奨学金、学校などに関する贈与についてもそれぞれ一〇年ごとの金額が示されてい
る（４）
。このように教育も含めたチャ
リティ全般の動向を統計的に提示した点で画期的なジョー
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ダンの研究であったが、算出された金額が同時代のインフレの影響を考慮していないとの批判を後に受けた。ジョーダンのデータの妥当性については議論が分かれる
が（５）
、少な
くとも通時的な分析にそのまま用いることはできない。またジョーダンは分析時期に設立された学校の総数も計上しているが地域が網羅的でない、時代的変化が分からないどの問題点があ
る（６）
。
　これに対し、クレッシはケンブリッジ大学への入学者
数、イングランド、ウェールズにおける学校の設立数を指標として用いることで 教育拡充の包括的、長期的動向を把握しようとした。このうち学校 設立数 関しては、一八六七
―
八年の下院における学校調査委員会報告に基
づいて一六、 一七世紀 一〇年ごとの動向を示し
た（７）
。しか
しながらクレッシの数値は一旦設立された学校の閉鎖、すなわち修道院やチャントリ、フ タニティ解散に伴う付属学校の閉鎖を考慮に入れていな ため、教育拡充 程度を過大に評価する危険性がある。この点に関して宗教改革と教育の展開との関連性、とりわけエドワード六世期のチャントリ解散がどんなインパ トを持ったのかについては、実に一九世紀末から研究者の議論の対象と ってき 。当時一般に信じられた「学校普及の創始者」というエドワード六世のイメージに疑義を唱えた は、教育史家兼実務家
のリーチである。彼はチャリティ委員会の調査に従事する過程で、多くの学校が宗教改革よりもはるか以前に設立されていたことを突き止めた。エドワード六世はそうした中世来の充実した教育体制をチャントリ解散法によってむしろ破壊したと主張したのであ
る（８）
。これに対しアーチャを初
めとするそ 後の研究は、修道院やチャントリから実質上独立していたために、少なくない学校が解散時に巻き添えにならず生き延びたこと、それま 人々の寄進を集めていた施設が解散され 結果、チャリティ 代替の受け皿の一つとして学校設立が促進されたことを主張してい
る（９）
。学校
設立数だけでなく、閉鎖やそ 後 再設立を含めた動向を長期的に把握することで、教育拡 程度 より正確に検討し、宗教改革が教育の展開に与え 影響を検証する必要があるだろう。
　さらに、クレッシのデータには、学校設立の推進主体が
明らかにされないという憾みがある。彼の研究の主眼が識字率をはじめとする教育発展の成果 検証 ある め 誰がどのような意図を持って教育の拡充に貢献したのかとうジョーダンにあった視点が抜け落ち しまっ のである。
　これら研究史上の課題を踏まえ、本論文では一五〇一年
から一六六〇年までのグラマ・スクール設立 動向を再検
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討する。チャントリ解散法の影響が問題とされてきたエドワード六世期、 「教育革命」 時代として主張されたエリザベス、初期ステュアート朝期とその前後の時代の変化、連続性を明らかにしたい。さらに設立 原動力となった社会層と彼らが抱いていた意図について解明することを目指す。第一章ではまず、当該期の一〇年ご の学校設立数と閉鎖や再設立を含めた累積の学校数、地理的な展開を検証する。また各社会層が設立にどの程度寄与したのか、その時系列的変化を分析する。第二章では 学校設立の主要なエージェントである王権と都市民 ついて、どのような思惑で設立を行ったのかを論じる。後者 ついて 学校設立も含めた都市民によるチャリティの動機 概観する。第三章 は、ロンドン市民の寡婦、アリス・オーウェンによるチャリティと学校設立の事例 分析する。アリスの学校設立についての思惑を解明する ともに アリ事例を通じて都市民による学校設立が持っていた特徴を検討したい。
　史料として、クレッシの用いた一八六七
―
八年の学校調
査委員会報
告
）（（
（
に加え、ヴィクトリア
･
カウンティ
･
ヒスト
リ
）（（
（
、個別の学校
史
）（（
（
、そのほかいくつかの先行研
究
）（（
（
を参照し、
年号等の情報が食い違う場合はより新しい文献のもの 採用した。アリス・オーウェ の贈与 カ タベ
リ大主教管区裁判所検認の遺言書、そして学校と救貧院の信託先となったロンドン醸造屋カンパニの史
料
）（（
（
を用いる。
　具体的な分析に入る前に、本稿で議論する対象を明確に
するため、ここで同時代の学校のあり方について概観したい。当該期の学校は大別して基金立学校とそれ以外の私塾に分けられる。 基金立学校はチャリティによって設立され、学校の使用目的のために永続的に敷地、建物が供与され、贈与された基本財産から得られる収入、多くは地代を財源に維持、運営がなされてい
た
）（（
（
。基本財産を信託され学校の
維持、管理に当 ったのは大聖堂、修道院、チャ トリなどの宗教施設やギルド、都市自治体など世俗の団体 あるいは設立者により任命され 管財人によるものなど様々であっ
た
）（（
（
。基本財産の収入から教師の給与が一定額支払われ
るためしばしばフリー・スクールと呼ばれ 決められ 人数の学生から 授業料を徴収しないこ が通例だったが、一部学校では教科書代などの形でそうし 学生にも負担を求める場合が
た
）（（
（
。カリキュラムはラテン語の教育が基
本となるが、アルファベットの綴り方 英語の基本的な読み書き、算術、歌などを合わせて えた 、あるいはラテン語は全く教えず 初歩だけの学校もあっ
た
）（（
（
。学校の呼称
にグラマが入っていない例もあるが、本論文では設立者の規定でラテン語がカリキュラムに盛り込まれている全て
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学校をグラマ・スクールと呼ぶ。現職教師ジョン・ブリンズリが一六一二年に現実との差を嘆いたように、理論上はグラマ・スクールはラテン語を教育し大学への進学の準備をさせる場所と考えられてい
た
）（（
（
。
　一方、私塾は教育の対価に授業料を取って成り立つもの
で、カリキュラムは教師の能力と顧客のニーズに合わせてＡＢＣからラテン語、算術、外国語など様々になり得た。特定の教室を持たず、別の仕事 片手間に行われることもしばしばであっ
た
）（（
（
。
　ここまで同時代の学校のあり方を概観したが、私塾はそ
の性質上設立や閉鎖の時点が不明なこ が多く、またラテン語以外の科目を教える学校は当局の監視から漏 記録に残らない傾向が強
い
）（（
（
。長期の時系列分析を行うという目的
に照らし、高確度で存在時期が確定でき という点を重視して、本稿では基金立のグラマ
･
スクールに分析対象を限
定する。すなわち 下で示される学校数は控え目な、考え得る最小限のもの あることに留意が必要である。
　
一、グラマ・スクール設立 動一 　時系列的・地理的展開
　一五〇一年から一六六〇年の間、イングランドとウェー
ルズでは三〇八のグラマ・スクールの設立または再設立が確認できる。一五〇〇年以前に設立され、当該期に存続、あるいは閉鎖の時点が確認できるグラマ
･
スクールの数は
五一校ある。閉鎖されその後の再設立もされなかったのは二二校である。 その結果、 一六六〇年時点のグラマ
･
スクー
ルの数は累計で三三七校にのぼった。 【表一】は一五〇一年から一六六〇年までの一〇年ごと 学校数の総計と、学校設立数 推移を表したもの ある。当該期間中の学校数が着実に増加していること 一見して明らかであるが、例外は一五三一年から一五五〇年まで 二〇年間である。原因は一五三〇 代後半の修道院解散、そ 一五四〇年代後半のチャントリやフラタニティの解散に伴う学校閉鎖に求められよ
う
）（（
（
。一五四一年から一五五〇年の間には実に
一六のグラマ
･
スクールが閉鎖を余儀なくされており、と
りわけ後者の影響は大きかったと言える。ただ同時期には学校の設立数も二五を数え、閉鎖分を埋め合わせていることにも留意すべきである。次の二〇年間は、最もグラマ
･
スクールの設立がなされた期間である。設立 一 五一年から一五六〇年に五〇、 一五六一年 ら一五七〇年にかけては三一で、それぞれ当該期間中の 位と二位 記録している。この時期は新設 留ま ず、修道院、チャントリ、フラタニティ解散によって閉鎖に追い込まれた学校の再設
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立がそれぞれ九校、二校と目立つのも特徴である。その後一六三〇年に至るまで、一〇年ごとのグラマ
･
スクールの
新設数は一〇を下回ることはなく、中でも一六一一年から一六二〇年には二八校が設立され、 第二のピークを迎え一六三〇年以降、ペースは緩やかに るもの 、 六〇年に至るまで学校数 増加を続けた。
　これまでの分析から、さしあたり以下の三点が指摘でき
るであろう。第一に、宗教改革 伴うとりなしの施設、とりわけチャントリとフラタニティの解散は少なく い数学校の閉鎖とい 形で教育の供給に短期的なダメージを与えたが、同時期、そしてその後の二〇年間の再設立も含めた学校設立 ブームによっ 埋め合わされたということ。第二にエリザベス治世 初期ステュアート朝期 通じて学校数は一貫して増加するが、その動向は平坦なものではく一六一一年からの一〇年間に二度目の設立 ピーク 迎えたこと。第三に一五〇〇年以前 設立が確認できるグラマ
･
スクールは五一校と無視できない多さであるが、一
方で一五五一年から 五六〇年にか てのわずか 間の設立数が五〇であることに示されるよう 、一六世紀半から一七世紀前半に けての教育施設の拡充は、量的にそれ以前の時代とは異なったペースで進展をしたことである。
????1501???1660????????????????????
?
??
???
???
???
???
???
???
???
????
????
?????
??
?????
??
?????
??
?????
??
?????
????
?????
??
?????
??
?????
??
??10?11?12?13???????????
???
??????
－  16  －
イングランドにおけるグラマ・スクール設立の動向（菅原）
－  17  －
　次に、こうしたグラマ
･
スクールの設立が
地理的にどのような展開をしたのか検討したい。 【表二】はグラマ
･
スクールの地域別の
設立数と全体 占める割合、その一〇年ごとの動向を示したものである。ロンドンを含めたイングランド南東部は一五〇〇年以前においても、また本稿の分析時期を通じても高い割合を維持している。一六世紀になり本格化した北部での学校設立は分析時期を通じておおむね活発であり、一六六〇年時点で南東部に比肩する校数となった。ミッドランド、南西部での学校設立 は他地域に比べ低い割合で推移するが、前者 一六世紀後半、後者は一六世紀中葉に設立のピークを迎え 西部は一七世紀 入っての設立の多さが特徴的で、一六六〇年時点で南東部、北部に次ぐ校数となった。対照的に東部は一六世紀前半までの設立数が二四校と一六世紀後半以降設立数を上回る唯一の地域である。他地域での一六世紀後半以降の学校設立増 結果一六六〇年の は、南西部に依然勝 もの、 一五 〇年の時点で 拮抗していた西
????? ?????????*??????????
? ??? Lon ?? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ?? ?
Pre-1500 51 2 10 24 10 20 6 12 5 10 10 20 8 16 0 0
1501-10 15 0 3 20 4 27 2 13 1 7 1 7 4 27 0 0
1511-20 11 0 3 27 1 9 1 9 1 9 2 18 3 27 0 0
1521-30 26 2 6 31 1 4 0 0 2 8 5 19 10 38 0 0
1531-40 7 2 0 29 2 29 1 14 1 14 1 14 0 0 0 0
1541-50 25 0 2 8 6 24 3 12 4 16 4 16 5 20 1 4
1551-60 50 5 10 30 6 12 6 12 5 10 9 18 9 18 0 0
1561-70 31 2 4 19 4 13 3 10 3 10 3 10 10 32 2 6
1571-80 18 1 6 39 1 6 5 28 0 0 1 6 3 17 1 6
1581-90 15 0 5 33 1 7 4 27 0 0 1 7 4 27 0 0
1591-1600 20 1 2 15 1 5 3 15 1 5 5 25 6 30 1 5
1601-10 12 0 2 17 1 8 1 8 1 8 1 8 5 42 1 8
1611-20 28 5 6 39 1 4 1 4 0 0 4 14 10 36 1 4
1621-30 17 1 3 24 1 6 3 18 3 18 5 29 1 6 0 0
1631-40 9 0 3 33 0 0 0 0 1 11 3 33 1 11 1 11
1641-50 11 0 3 27 1 9 1 9 0 0 2 18 4 36 0 0
1651-60 13 0 3 23 0 0 0 0 2 15 3 23 4 31 1 8
? 359 21 71 26 41 11 40 11 30 8 60 17 87 24 9 3
?? ????????????????????????????????????
Lon? ?????????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????
????????????????????????????????????
????????????????????????????????????????
?????????????????????????????????????????
????????????????????????????????
(Rappaport, Worlds , pp. 78-79. ?10?11?12?13??????????)
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北部に水を開けられた。併合前には継続的なグラマ
･
ス
クールの存在が確認できないウェールズ諸
州
）（（
（
においては、
相対的な割合は少ないものの散発的な設立によって徐々に校数が増加した。
　ここまでの分析からグラマ
･
スクール設立の地域的動向
は以下のようにまとめられる。一五世紀までに一定の学校供給があった人口の多いロンドン、ノリッジ、ブリスト
ル
）（（
（
を擁する南東部、東部、西部のうち、南東部では当該期を通じて多数のグラマ
･
スクール設立が行われる一方、東
部における学校設立 ペースは他地域でのそれが活発になる一六世紀後半以降緩やかなも であった。ロンドンから比較的距離の離れた地域においても で 当該期を通じて、南西部では一六世紀中葉、ミッドランドでは一六世紀後半、西部では一七世紀前半とピークはそれぞれ異なるものの学校設立が盛んになされ、一五〇〇年時点で遅れとっていた東部に迫る、あるいはそれより多くの学校が在するようになった。換言すれば、一六世紀後半から一七世紀前半の教育施設の拡充は それまで学校の比較的少なかった地域における を伴い、その結果イングランドの各地に一定数のグラマ
･
スクールがある状況を創出し
たといえるだろう。
　
????????????????????????
? ??? ? ? ?? ? ?? ? ?? ? ? ? ?? ?
Pre-1500 51 1 2 1 2 12 24 4 8 1 2 32 63
1501-10 15 0 0 0 0 1 7 5 33 1 7 8 53
1511-20 11 0 0 2 18 2 18 1 9 0 0 6 55
1521-30 26 0 0 1 4 7 27 2 8 1 4 15 58
1531-40 7 0 0 1 14 1 14 4 57 0 0 1 14
1541-50 25 10 40 2 8 4 16 2 8 1 4 6 24
1551-60 50 23 46 2 4 4 8 10 20 3 6 8 16
1561-70 31 11 35 4 13 4 13 6 19 4 13 2 6
1571-80 18 4 22 4 22 0 0 4 22 1 6 5 28
1581-90 15 3 20 2 13 4 27 4 27 0 0 2 13
1591-00 20 2 10 3 15 2 10 9 45 0 0 4 20
1601-10 12 2 17 0 0 0 0 4 33 2 17 4 33
1611-20 28 1 4 5 18 3 11 12 43 1 4 6 21
1621-30 17 0 0 5 29 6 35 2 12 0 0 4 24
1631-40 9 1 11 2 22 1 11 2 22 1 11 2 22
1641-50 11 0 0 0 0 3 27 2 18 2 18 4 36
1651-60 13 0 0 2 15 1 8 7 54 0 0 3 23
? 359 58 16 36 10 55 15 80 22 18 5 112 31
??10?11?12?13???????????
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二 　学校設立者の社会層とその変化
　こうしたグラマ
･
スクールの設立は誰が行っていたの
か。 【表三】は、本稿 分析対象である一六六〇年以前に設立された三五九のグラマ
･
スクールを設立者の種別に分
類し、それぞれの一〇年ごと 設立数をまとめたものである。右端の項目で「不明」とした計一一一校についてはそのほとんどが設立者の素性の分からないものであるが、異なる複数の設立者がいるため分類不可能なものも少数含まれる。分類は簡易的なものではあるが、一見していくつかの傾向が明らかとなる。まず領主層、聖職者ともに設立数は相対的に少ないものの 一五〇〇年から一六六〇年を通じて一定の貢献をしている。加えて、聖職者による学校立は、一五五〇年以前までで二七と合計 設立数 半数近くに上ることが特徴である。司（主）教によるものが多数を占めるが 修道院長など宗教改革前特有の設立者も散見され
る
）（（
（
。
　次に明らかなのは、先に分析した一六世紀中葉の学校設
立のブーム 創出したのが王権であると うことである。設立者の素性 明らかにするのが容易である点を割り引いても、一五四一年からの三〇年間で四四校、実に同時期の設立の四割以上を占めている。うち九校は再設立で、そのほか管見の限り少なくとも一五校は教会 没収財産を転
用、充当したものである。治世別の設立数は、テューダ朝の諸王がヘンリ八世が五、エドワード六世が一八、メアリが七、エリザベスが二三 、研究史上議論の的となったエドワード六世だけでなく、その後のメアリやエリザベスも少なからず関与したこと 読み取れ ただ表からも明らかなように、王権による学校設立は一六世紀中葉に集中している。他方、一七世紀のジェイムズやチャールズによる設立はそれぞれ三 一を数えるのみであった。
　王権による設立が急激に萎む一方、代わって学校設立を
牽引したの 都市民である。 紀後半以降都市民による設立数は増加し、一七世紀に迎える第二の学校設立のピークである一六一一年からの一〇年間では一二校と、同時期の設立数の四割以上を占めている。一六六〇年 前設立数の合計も実に八〇を数え 王権による設立を凌ぎ、不明分を考慮に入れても少なくとも学校設立全体の二割以上に貢献していた。
　このように一六世紀中葉の爆発的なグラマ
･
スクール設
立には王権が、一六世紀後半から 七世紀前半に けての持続的な学校増加には都市民が主として貢献 ていることが明らか なった。では両者がどのような思惑を持って学校設立を行ったのか、次章で論じたい。
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二、学校設立の思惑
　本稿の分析時期においてグラマ・スクール設立を主導し
た二つのエージェントのうち、ここでは二つの理由から、主として都市民の意図を中心に論じる とにしたい。第一の理由は、上の分析で明らか なったよう 、王権は多分に教会没収財産を頼みに学校設立を行っていたからである。第二に、都市に設立された場合、当該都市民の運動を王権が受け入れ認可した例が見られるからであ
る
）（（
（
。しかし
ながら王権の教育への関心が皆無だったわけではない。この点をまず簡潔 論じたい。
　
一 　聖職者養成
　王権による学校設立のピークとなったミッド・テューダ
期に共通する課題として、聖職者 養成が挙げられる。まずエドワード六世治世においては説 を通じ教区民のプロテスタント教化が目指されたが 実際の教化を担うべき教区聖職者の多くが自ら説教を行う知的能力 欠けているという状況であっ
た
）（（
（
。 一五四七年の国王宗教指令ではグラマ・
スクールのない大聖堂に対し教師と助教を住居付きで雇用するよう命じてい
る
）（（
（
。
　メアリ治世においてもカトリック教会の再建という難題
に取り組むために、能力あるカトリックの聖職者が必要とされた。一五五六年に教皇使節レジナルド・プールが示した教令では、聖職者が不足してい 現状を踏まえ、その養成のため各大聖堂にグラマ・スクール兼神学校を設立することが提案されている。 聖職者を目指す少年はまずグラマ・スクールでラテン語を習得し、その後大聖堂で教義や戒律について学んだ。聖職者を目指さない者もグラマ・スクールで学ぶことが き、そのことで教会の流儀に習った生き方や良い振る舞いを身に付けることが期待され
た
）（（
（
。
　エリザベス治世当初も聖職者の欠乏は深刻であったが、
この時期に 質な聖職者 求めて叙階者の審査 厳格化された。審査において大卒が優遇されたことから明らかなように、聖職者にふさわし 人材として大学卒業者 求 られていたのであ
る
）（（
（
。ミッド・テューダ期の王権によるグラ
マ・スクールの設立は、 それが主体的なものにせよ追認だったにせよ、大卒 人材で聖職者の質を向上させ いという意図の表 と考えることができるのではないだろうか。もっともこの時期、大学に進んだ人間 ほとんどは聖職者になるのを敬遠しており グラマ・スクールそして大学を経た人材の割合は増加傾向ではあったものの、 者 大半の地域で多数派になるのには一七世紀を待たねばならかっ
た
）（（
（
。
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二 　背景としてのチャリティ
　都市民がどのような意図を持って学校設立をしたのか、
ここでは学校設立を含んだチャリティ全般の文脈を考えることで、学校設立の意図を析出する一助としたい。同時代の都市民がなぜチャリティを行ったのかについてはいくつかの要因が考えられる。第一に、貧困問題への懸念がチャリティへの出資を促したことである。例えば大量の流入民によって人口の爆発的な増加が起こったロンドンでは、仕事にあぶれた者が浮浪者と て通りを徘徊し、人々の目に貧困問題の存在を印象付けることとなっ
た
）（（
（
。また宗教改革
とそれに伴う宗教施設すなわち修道院、 フラタニティ、 チャントリの解散はそれまで貧者の救済を行っていた枠組みの解体を意味した。生ま 貧民救済の空隙を他の手段で埋める必要に迫られたのであ
る
）（（
（
。これら構造的な問題に加え
飢饉、疫病、不景気、戦争などの不定期の事象がしばしば問題を深刻化させ、持てる者に持たざる への救済の責任があることを思い出させ
た
）（（
（
。一六世紀前半に人文主義者フ
アン・ルイス・ビベスが 民の子弟に適切な教育を与えることは起こりうる社会に対する脅威を取り除く に有効であると説いた際、彼の念頭 あった こうし 都市貧困問題の存在であっ
た
）（（
（
。
　第二に、ロンドン市民の遺言書の研究は、遺贈の背景に
プロテスタント的な志向があることを指摘している。仕立商の組合員で一五五三
―
四年にロンドン市長も務めたカ
トリック教徒のトマス
･
ホワイトがオクスフォードのセン
ト・ジョンズ
･
カレッジの創設を始め莫大なチャリティを
行ったことは忘れるべきではない
が
）（（
（
、一方で多くのロンド
ン市民が、プロテスタントが現世を軽視し貧者を見捨てているというカ 側の攻撃に反論し、自分たちの信仰の正当性を示すべくチャリティを推進したことも確かである。そうしたチャリティを通じたキャ ペーンあるいは国教会の現状に批判的な「
信ゴッドリ
仰深い
」改革者による教化の一
環として説教が遺贈され、救貧院や学校が設立された。例えば小間物商カンパニの組合員であるウィリアム・ジョーンズが一六一五年、未だカトリックの影響が強かった故郷のモンマスに創設した救貧院、グラマ・スクール、説教師職の複合チャリティでは 実に総額九〇〇〇ポ ド相当の信託が行われ、学校の建築に推定一〇〇〇ポンドが費やされ
た
）（（
（
。
　第三に、 「
信ゴッドリ
仰深い
」改革者がいくら否定していたとは
いえ、カトリック的な積善による死後救済の観念は俗人間で完全に消滅していなかったと思われる。すなわち天国への切符を得るためにチャリティを行う者もいたであろう
）（（
（
。
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　第四に、名を後世に残したい、顕彰の対象となるような
集団の仲間入りを果たしたいという贈与者の功名心が挙げられる。中世来の故人追悼の場であったチャントリやフラタニティが解散を余儀なくされる一方、個人や集団の記憶の定着を意図したチャリティは宗教改革を生き延び、引き続き行われ
た
）（（
（
。
　第五に、チャリティは社会的な紐帯を強めると同時に既
存の経済的社会的ヒエラルキ 正当化する手段であったと考えられる。チャリティはパトロネジを円滑に運用する通貨の役割を果たし、しばしば与え手と受け手の間に親密な関係を作り出し強化した。一方で、教区教会 介し チャリティの分与の際に受け手に儀式化した服従の姿勢が強要されたように、チャリティには既存の社会構造 強化する効果もある。こ 場合は教区エリートによって平教区民への支配を正当化するための手段と てチャリティが用いられたと言えよ
う
）（（
（
。さらにトマス・ホワイトを始めとするロ
ンドン商人のチャリティと死後 顕彰の背景に、金儲けや富を正当化する動機を指摘する研究もあ
る
）（（
（
。このように政
治的、社会的関係ばかりでなく、経済的な格差を正当化するためにもチャリティは用いられた。
　以上に挙げた様々な動機が、時に複合しつつ都市に住む
人々をチャリティへと駆り立てることになり 一部の資源
は学校設立に振り向けられたと考えられる。 これを踏まえ、次章では具体的な事例を考察していきたい。
　
三、アリス・オーウェンの贈与と学校設立
　本章では第一章で明らかにした都市民によるグラマ・ス
クール設立のピーク期、一六一一
―
二〇年に設立された学
校の中からロンドン市民の寡婦アリス・オーウェンによる一六一二年頃の設立事例を検討する。アリスのチャリティの実態と学校設立の思惑、位置付けを分析し、それによって同時代の都市民による学校設立の特徴を析出していきたい。一 　アリス・オーウェンの学校
　アリスは一五四七年にロンドン近郊の町イズリントンの
地主の娘として生まれ、 五七〇 に の醸造屋カンパニの組合員ヘンリ・ロビンソンと結婚し六人の息子と五人の娘をもうけた。一五八五年に夫に先 たれたは市参事会員ウィリアム・エルキンと再婚し一人 娘をもうけるが、一五九三年に再び夫と死別する。その後再婚した三番目の夫、 人民間訴訟裁判所の裁判官トマス・オーウェンとも一五九八年に死別した。三人の夫からの遺産 より
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手元に残された潤沢な富を、アリスは【表四】にまとめたように様々なチャリティに振り向けてい
く
）（（
（
。
　まずオクスフォード大学に一〇〇ポンド、一五九八年に
はロンドン市当局運営の孤児院、グラマ・スクール、救貧組織の複合体であるクライスツ・ホスピタルに六〇ポンドを生前贈与した。続いて一六〇八年に土地取得のための特許状を獲得し、翌年イズリントンとクラークンウェル両教区にまたがる一一エーカの土地を購入し、イズリントンの寡婦一〇人 収容するための救貧院を建てた。この過程で推定総額六〇〇ポンドを費やして る。救貧院の永続的な維持のため最初の夫 所属していた醸造屋カンパニに計五四〇ポンドを信託した。 六一〇年アリスは新たな特許状を獲得し、推定 五〇ポンドを費やして、救貧院の隣礼拝堂と学校、チャプレン兼教師の住居を建 ることを決める。設立した学校を醸造屋カンパニに信託 、ア スは一六一三年に世を去っ
た
）（（
（
。
　同年に検認されたアリスの遺言書で指定された贈与には
身内に対するものとそれ以外のもの 大別できる。身内向けの贈与は存命の息子、娘、孫 親戚への現金の譲渡に加え、収納箱 入った衣類やアクセサリの形見分け 含まれる。使用人も贈与の対象となり、特に身の回りを世話していたであろうメイド、台所の女中へのガウ やペティコー
トの形見分けは、前述した親密な関係でのインフォーマルなチャリティのあり方が看取できよ
う
）（（
（
。
　身内以外の個人へは例えば、六〇人うち二〇人はイズリ
ントンの貧しい女性への、恐らく葬列参加時のガウンの支
給
）（（
（
、アリスが任命したイズリントンの学校教師ウィリア
ム・レスクへ 五ポンドの贈与、ロンドン市内の四つの監獄・債務者監獄に収監された貧しい囚人への計八ポンドの贈与などが指示され
た
）（（
（
。そのほか、遺言執行人、監督者が
必要性を認めた一〇人の「
信ゴッドリ
仰深い
」学識ある説教師に合
計二〇ポンドを支給するよう命じてい
る
）（（
（
。
　組織向けにはまず教区に対するものが挙げられる。ア
リスが居住し葬儀を希望したバシショウ 教区教会の聖職者と教区委員に対し、教区内の貧民の燃料支給の積立金として二〇ポンドを遺贈し
た
）（（
（
。救貧院と学校を信託した醸
造屋カンパニに対しては、部分メッキを施された鉢と水差し、 ダマスク織のテーブルクロスとそれに合わせ タオル、二四枚のナプキンを寄贈 た。さらに食事代として組合長と監事に対し二〇ポンド、ヨーマンリの監事に対し一〇ポンドを贈っ
た
）（（
（
。
　学校については娘婿である遺言執行人に対し、教師の給
与に地代収入を充当するための土地の購入費用 遺産から確保しておくこと、しかるべき土地が見つかるまで年額
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二〇ポンドの教師の給与を支払うことを指示し
た
）（（
（
。死の直
前に残した学校の規約では醸造屋カンパニに対し、イズリントン教区から二四人、クラークンウェル教区から六人の計三〇人の貧民の少年を選抜し、 「徒弟修業にふさわ く、あるいは生計を得る めのほかの真っ当な道を進めるよう」彼らの教育 行わせることを命じ
た
）（（
（
。ここからは上述
したビベスの考え、つまり教育を施すことで生計の道を得させ社会問題となる貧困の再生産を予防するという意図が看取できる。
　以上の分析から、アリスのグラマ・スクール設立の意図
について次のことが言えよう。学校設立はアリスの広範なチャリティの一環として行われた。これは先に設立された救貧院の敷地に学校が建設されたことにも端的に表れている。アリスの身内以外向けの贈与には貧民 孤児、寡婦、囚人など しい者に対する救済を目的 したも が多くを占めていた。学校規約の文言から明らかなように 学校設立も貧困への対処を狙ったも と考えら るだろう。
　同時に、貧困への懸念があっても学校教育への期待がな
ければ学校設立と う手段 選ばなかった可能性もある。実際、身内以外に向けられた贈与の中では、学校や救貧院の設立が他を圧して高額である。一時金の支給 異なり学校は永続的な維持が期待され、その維持を 代によって賄
うべく土地の購入が不可欠であった。土地の取得に際しては、上で論じたように購入資金だけでなく国王からの特許状獲得の労を取る必要があった。加えて建物の建設だけで一五〇ポンドかかってしまうのである。アリスの学校教育に対する期待は、自らの学校設立に先んじて大学やクライスツ・ホスピタルへ贈与を行っていることからも読み取れるが、教区教会など他の贈与先 選択 ある中 、少なからぬ資源を敢えてグラマ・スクール設立に投入したことは、アリスがその役割を重視していたことを雄弁 物語っている。
　ところでアリスの学校は、前述の通りイズリントンやク
ラークンウェルの子供のために設立された。これは彼女所属する教区、都市共同体の成員以外の者を受益者に想定していたということであ 。先 言及したジョーンズ モンマス・スクール設立においても、期待された受益者は無論ロンドンの子供ではなく地元の正しい信仰を知らな と看做された子供であった。それではど 程度都市民 こうした自らの共同体外の人間のための学校設立を行ったのであろうか。
　次節では、アリスの学校設立の事例分析から明らかに
なったこれら二つの特徴、多額の投資、所属共同体外 受益者という二点について、 時代 都市民の学校設立にど
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の程度同様の傾向が見られるのか検討したい。二 　都市民による学校設立の特徴
　前節で明らかにしたアリスの学校設立への多額の資金投
入は、 同時代の都市民の行動をどの程度代表しているのか。ロンドンの贈与者について分析したジョーダンの集計によれば一四八〇年から一六六〇年までに行われたチャリティの総額の一四パーセント近くをグラマ・スクール設立関連の投資が占めていた。ジョーダンの分類 は、救貧院以外の手段 貧民への施しが 三パーセントを占めるのに次ぐ規模であっ
た
）（（
（
。教育関連のチャリティにはほかにも大学へ
の寄付、奨学金があり、また他の分野では教会へ 遺贈社会的インフラの整備など様々な使途がある中で、少なからぬ割合の資源がグラマ・スクール設立に投入されたことは、学校が設立できる程度に富裕な当該期のロンド 都市エリートの間で、学校 設立 重視されていたことを示していると言えよう。
　次に、どの程度都市民は自らの所属共同体外での学校設
立を行ったのであろうか。 【表五】は、設立者の素性 判明しているグラマ・スクール うち都市民によ 設立されたものが設立者と同じ都市にあるか、異なる都市にあるかで大別し、それぞれの校数の動向を一〇年ごとに示したも
??????????????????????????????
? ???? ???? ? ??? ???? ? ??? ???? ? ??? ???? ? ??? ?
Pre-1500 19 0 1 0 0 0 1 6 5 1 2 2 0 1
1501-10 7 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 4 0 1
1511-20 5 0 0 0 1 0 1 2 0 0 0 1 0 0
1521-30 11 0 0 0 0 0 1 4 3 0 0 2 0 1
1531-40 6 0 0 0 0 0 1 0 1 0 3 1 0 0
1541-50 20 0 11 0 1 0 1 3 1 0 0 2 0 1
1551-60 41 1 22 0 1 0 1 1 1 2 5 5 0 2
1561-70 26 0 11 0 2 0 2 1 2 0 2 4 0 2
1571-80 14 0 4 0 2 0 2 0 1 0 1 3 0 1
1581-90 17 0 3 0 1 1 0 4 3 1 0 4 0 0
1591-00 16 0 2 0 2 0 1 0 2 0 0 9 0 0
1601-10 7 0 2 0 0 0 0 0 0 0 1 3 0 1
1611-20 22 0 1 0 5 0 0 1 2 0 0 12 0 1
1621-30 13 0 0 0 0 1 4 3 2 1 0 2 0 0
1631-40 7 0 1 0 2 0 0 1 0 0 0 2 0 1
1641-50 6 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 2 0 1
1651-60 10 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 6 0 0
? 247 1 58 0 17 3 16 30 24 5 16 64 0 13
*????????????????
??10?11?12?13???????????
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のである。もっとも、ロンドンの仕立商カンパニによってロンドン市内に設立され「あらゆる国の子供を分け隔てなく」教えると規約に定められたマーチャント・テイラーズ・スクー
ル
）（（
（
などの例もある通り、必ずしもこの手法で設立者
が属する共同体外の利益 資する学校を全て検出できるわけではないが、一定の傾向は示し得るで ろう。比較のため王権はウエストミンスタ、聖職者は管轄地域、領主層は所領に所属すると仮定し、同一の管轄あるいは州に設立例があるかどうか判明する限り 同様の分析を行っ 。
　表からは以下の特徴が明らかになるだろう。まず聖職者
の場合自らの管轄地域外に学校を設立す 例 一定数あるものの、 全体としては 内 設立する例が多い。領主層は、所領が不明な件数が多いが、確認できるものに関してはほぼ自らの領内に学校を設置してい
る
）（（
（
。対照的なのは王権と
都市民によるグラマ・スクール設立の動向であ 。前者については予想できる分析結果ではある 、一五六〇年設立のウエストミンスタ・スクールを除 て 王権によりグラマ・スクール イングランド、ウェールズ各地に創設された。同様に都市民は、自都市内への設立数の実に四倍の数を他地域に設立し いるの あ 。ロンドンと地方都市の市民によるも の内訳を示した【表六】を参照すれば その特質がより明確になる。すなわち地方都市民は自都市内
に学校を設立することが多く、その活動は一六世紀中葉まではさほどロンドンに劣ることなく展開したが、その後停滞を迎えた。ロンドン市民による学校の設立は、王権や地方都市民によるものが下火 な 一五七〇年代以降もますます増加し、そのほとんどがロンドン市域外に されたものだった。この点に関し、一五二八年から一六三八年までのロンドン市民の遺言書の分析は、彼らの遺贈の対象が隣近所の者に留まらず、一六世紀後半以降ますますロンドン以外の貧者に広がっていっ こ を指摘してい
る
）（（
（
。そう
した潮流の中、潤沢な資産 持つロンド のエリート層が他地域に資する手段として学校設立を選択した結果、地方でのグラマ・スクール普及が進んだ である。
　
－  26  －－  27  －
史苑（第七二巻第一号）
おわりに
　本稿の第一章では一五〇一年から一六六〇年までのイン
グランド、ウェールズにおけるグラマ・スクール設立について時系列的、空間的な把握を試みた。その結果明らかになったことは、 まず宗教改革に伴うとりなし 施設の解散、とりわけ一五四八年のチャントリ解散法は少 くない数学校の閉鎖を招き教育の供給 ダメージをもたらした。しかし同時期そし その後の二〇年間の再設立も含めた学校設立のブームによって影響は短期的なもの 留まっ と考えられる。それまで寄進を集めていた施設が宗教改革で解散された結果、チャリティの代替の受け皿の一つとして学校設立が促進されたことが時系列的に確認できたと言えよう。
　また一五世紀から相当数の学校が存在する一方、 六世
紀後半以降の学校数の拡充はそれ以前とは量的に異なった水準で推移し、一六一一年 らの一〇年間に再びピークを迎えた。地理的にはそれまで一定数の学校を有した東部での設立が一六世紀半ばを境に鈍化し、他の地域では れぞれタイミングは異なるも の活発な設立が行われ、一六世紀後半以降の学校設立は結果としてイングランド全域に、より控えめな程度でウェールズにも、学校を行き渡らせる
????????????????????????
? ???????? ?? ??????? ??
Pre-1500 0 2 2 0
1501-10 0 4 1 0
1511-20 0 1 0 0
1521-30 0 1 0 1
1531-40 1 1 2 0
1541-50 0 2 0 0
1551-60 2 4 3 1
1561-70 0 3 2 1
1571-80 0 3 1 0
1581-90 0 4 0 0
1591-00 0 9 0 0
1601-10 0 3 1 0
1611-20 0 11 0 1
1621-30 0 2 0 0
1631-40 0 2 0 0
1641-50 0 2 0 0
1651-60 0 6 1 0
? 3 60 13 4
??10?11?12?13???????????
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ような質的変化も伴っていたと考えられる。さらに、そうした一六世紀後半以降の学校の量的にも質的にも異なる拡大は、世紀中葉に限定された王権による爆発的設立を除けば、都市民に多くを負うていることが明らかとなった。
　第二章では、学校数の拡充に寄与した主要なエージェン
トである王権と都市民について、それぞれ 学校設立への思惑を論じた。学校設立を盛んに行ったミッド・テューダ期王権の共通課題は聖職者の養成であった。聖職者にふさわしい人材として大卒者が求められたことを考えると、王権によるグラマ・スクールの設立は将来の良質の聖職者をグラマ・スクール、大学経由で育成する狙いがあ と言えるだろう。都市民による学校設立を含んだチャリティ動機については、貧困問題への懸念、プロテスタント的情熱、カトリック的積善、功名心、既存のヒエラルキの正当化などの意図があったと考えられる。
　これを踏まえ第三章では、ロンドン市民の寡婦であるア
リス・オーウェンのチャリティと学校設立 具体的事例を分析した。その結果、以下のことが明らかになっ まずアリスの行ったチャリティの志向そ て 規約から 貧困問題への対処を狙って学校の設立を行ったことが読み取れる。同時に、アリスの贈与の中で学校設立が占める金額の高さを考慮すると、学校教育への期待から敢えて学校設
立を選択したと言える。またアリスの学校設立は多額なだけでなく、自らが所属する共同体以外の子弟を受益者として想定するという特徴を持ってい 。
　このうち学校設立への投入資金の多さについては、
ジョーダンのデータから同時代のロンドン市民に共通した特徴だということが確認できる。共同体外の受益者については、学校の場所と設立者の居住地の異 の分析により、一六世紀後半以降のロンドン市民による学校設立が圧倒的にロンドン以外に向けられたものだっ ことを明らかにした。これは同時期のロンドン市民のチャリティ全般にも見られる特徴でもあった。
　一六世紀後半から一七世紀前半にかけての、それ以前の
時代とは異なるグラマ・スクールの拡大 は、ここまで論じてきたように学校を設立できる資産を持つ富裕なロンドン市民により創り出された のであった。彼らは学校教育の役割を重視し、他地域へのチャリティを行 際、学校設立を選択した。その結果、一六世紀後半からイ グラ各地にグラマ・スクールが張り巡らされていくことになるのである。
　ただロンドン市民による地方での学校設立が、現地の事
情すなわち教育機会の少なさを考慮して行わ たものだたかは疑わしい。それは先に分析 たアリス・オーウェン
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の学校も含め、設立者の出身地に学校が創設される例が多いことから 示唆され
る
）（（
（
。言わば、学校を設立できるほ
どの成功をロンドンで収めた人物が輩出するという偶然によって設立地の多くは決定されたのである。同時に、当該期のロンドン市民の出身地が全国に拡散していたこ
と
）（（
（
を踏
まえれば、 そうした偶然の集積が結果としてグラマ・スクールの広範な地理的展開につながったことは決 不思議ではないと言え う。
　これがさらにどのような変化を生んだのか、すなわち全
国的に普及し、そ までより多く 人間に利用機会を与えたであろうグラマ・スクールがど ように用いられていくのか。本稿で 設立者の視角から学校設立を分析してきたが、この新たな課題、学校の利用の諸相については別稿を期したい。
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Foundation of Grammar Schools in England and Wales, and Its 
Agents 1501-1660
SUGAHARA, Miu
 
　　　It is known that there was a remarkable augmentation of educational 
facilities in the late sixteenth and early seventeenth century England. Two 
notable attempts to estimate this development in quantitative terms have 
been made. While W. K. Jordan's calculation of the value of charities was 
later criticised for ignoring the inflation, David Cressy's reckoning could have 
overestimated the degree of development, ignoring the effect of Dissolution. 
In addition, his study lacked the perspective of by whom and by what motives 
schools were founded, which Jordan had mattered. 
　　　Based on the reflection from the historiography, first, this paper re-
examines the trend of the grammar school foundation and its cumulative 
number between 1501 and 1660. Its geographical development and the social 
status of the founders are also analysed. These observations show that the 
short-term stagnation caused by Dissolution was soon recovered by the 
boom of the foundation during the two decades after 1551, mainly led by the 
crown. While the royal efforts were active only during the mid-Tudor period, 
townspeople contributed the expansion of schools in number as well as 
geographical terms from the late sixteenth century onwards.
　　　Motives behind the active foundation varied among the benefactors. 
Citizens, almost exclusively those of London since the late sixteenth century, 
founded grammar schools as part of their charitable activities driven by 
several intertwined motivations. The study of the charity of Alice Owen, 
widow of the London citizen,  proves that her school foundation was part but 
the major one in value of her donation out of concern about the contemporary 
problem of poverty. In addition, the school foundation qualitatively differed 
from her other charities in that the supposed beneficiary was not those of 
the community she belonged to. In fact, the foundation by other Londoners 
likewise heavily targeted boys outside London.  Such the Londoners' 
activities resulted in the improvement of educational provision in wider areas 
of England and, to a lesser extent, Wales from the mid-Tudor period to the 
Restoration with which more people became accessible to the grammar 
school.
